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別記様式(第4条関係) 

会議録 
会議の名称  令和８年度 第１回加東市青少年問題協議会 
開催日時  令和８年５月２１日(木) 午後２時３０分から午後３時０５分まで 
開催場所  加東市役所４０２会議室 
議長の指名 （会長  藤原 路寛教育長） 
出席及び欠席委員の氏名 
【出席委員】９人 
 藤原路寛会長 山口寿典委員 河島政典委員 柴崎謙介委員 上月秀信委員 
 大杉和夫委員 西村のぞみ委員 松本浩委員 井上益子委員 

【欠席委員】３人 
橋本智稔委員 近都勝豊委員 橋本良明委員 

説明のため出席した者の職氏名 
無 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 
こども未来部  学校教育課  青少年センター所長   花田和典 
こども未来部  学校教育課  青少年センター事務補助 田之上明光 
 議題、会議結果、会議の経過及び資料名 
１ 議題及び会議の結果                 異議なし 
（１）兵庫県内・加東市内の少年非行の現状について 
（２）情報交換・意見交換 
 
２ 会議の経緯 

・自己紹介 
・開会挨拶（＊＊教育長） 
・議事 
・閉会挨拶（＊＊副会長） 
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【１ 開 会 】 
開会挨拶 事務局     

令和８年度第1回加東市青少年問題協議会を開催します。 
青少年センター運営協議会に引き続き司会は花田が勤めさせていただきま 
す。委員の皆さんは、青少年センター運営協議会に引き続きということで 
で、大変お疲れだと思いますが、青少年センター運営協議会は、センター 
の事業を適切かつ的確に運営するための審議会であることに対しまして、 
青少年問題協議会は、青少年の現状を把握し、青少年の健全育成に関して 
必要な関係機関団体の連絡調整を図るための組織であり、当面青少年の健 
全育成を目的した機関でございますが、それぞれ設置された趣旨をご理解 
いただきまして、お力添えいただきますようよろしくお願いいたします。 
今年度の委員の任期は、令和８年度９年度の２年間お願いすることになり 
ます。よろしくお願いいたします。 
 

【２ 委嘱書交付】 
      委員を代表し＊＊様に教育長より委嘱書交付。 
 
【３ 会長・副会長選出】 

加東市青少年問題協議会条例第３条第４項の規定により会長・副会長は委 
員の互選によって選出していただくことになっておりますが、会長・副会 
長の指名につきましてご意見はございますでしょうか。 
ご意見がないため事務局案を提案させていただきます。 
＊＊教育長に会長を＊＊区長様に副会長をお願いしたいのですが、ご賛同 
いただけますでしょうか。 
ご賛同いただける方は拍手をお願いいたします。【拍手多数】 
それでは開会の挨拶を会長の＊＊教育長よろしくお願いいたします。 
 

【４ 会長挨拶】 
会 長   【あいさつ】 
      改めましてこんにちは。先ほどの青少年センター運営協議会から殆どの方 

     が引き継いでということでお疲れのところ本当にありがとうございます。 
      ＊＊副会長よろしくお願いいたします。皆さんにおかれましては、関係行 

政機関及び関係団体としてお越しいただいております。この後、相互の連 
絡調整を図るうえで大変お世話になってまいります。 
さて、スマートフォンが普及し交流サイトSNSの利用が日常の風景とな 

      っております。新聞を読んでいましたらSNSはインフラだというような記 
事がございました。 
確かにそうだなと思います。SNSが日常生活になくてはならない存在にな 
ってしまっていて、快適な暮らしを支える役割を果たしていると私も感じ 
ております。ただ全国調査によると10代の7％がSNS依存が疑われるという 
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ような報告が出ております。 
また、SNSを含むインターネットの不適切利用で精神的不調のリスクが増 
加するという研究結果も出ておりインターネットを利用しすぎて例えば妄 
想は2倍に抑鬱は3.2倍になっているということです。 
青少年の問題はSNSの件だけではありませんが、是非皆様方にはこの加東 
市の子どもたちの現状をしっかり把握いただきたいと思います。 
そして互いに連絡調整を図りながら今後も青少年の健全育成のために引き 
続きご尽力を賜りたいと思っております。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

       
事務局   それでは、 議事進行を＊＊教育長にお願いします。 
 
会 長    それでは、引き続きよろしくお願いいたします。 

まず加東警察署より兵庫県内・加東市内の少年非行の現状について、お話
しいただきたいと思います。 
 

【５ 協議】 
＊＊委員  当加東警察署管内で大きな問題となった事案はありません。 
      お手元資料に県下の状況の記載がありますのでご確認をお願いします。 
      加東警察署管内になりますと令和７年度に非行少年の検挙が７名、令和 

６年度９名でしたのでマイナス２名。【事案の分析の説明】 
 

事務局   犯罪の低年齢化が言われていますが、触法少年いわゆる14歳以下で犯罪を 
犯して捕まる事例が異常に増えています。現状が県下の犯罪についても全 
国的にも犯罪の低年齢化が非常に心配です。コロナの頃減少していたのが 
コロナが明けて増加している、いわゆるＶ字回復しています。 
少年の人数は減っているのに検挙される補導される人数は増えているとい 
う現状があります。 
特別法犯ということで気になるのが、大麻が高止まりしているという状態 
です。 
また、凶悪犯、粗暴犯で検挙されている少年が増えています。 
ネット見守り隊の監視員からの話では、栃木県の強盗殺人事件のこと知っ 
ていると尋ねても「知らない」と言う子どもがいるそうです。ネットで自 
分の好きな情報だけを見て知ることができるので、今回の事件のことを知 
らないということがあるのでそういうことの情報発信を行ない一般常識的 
なことも知らせていくことが犯罪の抑止になっていくのではないかなと考 
えます。 
「こんなことしたら人生終わり」「強盗殺人は死刑か無期懲役」「闇バイト 
に手を出したら人生終わりだ」「もしひっかかって警察に相談したら守って 
くれる」ということを知っていたら悪の手に染まらずに済んだかも知れな 
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い子どもが多くいると思うのです。大人が子どもに教えてあげることも必 
要と思います。 
 

会 長    続きまして＊＊委員、青少年センター＊＊所長の話しを聞かれ 
それぞれの立場で普段思っておられること等をご報告お願いします。 
 

＊＊委員   私が子育てしていた時とは大きく変わっています。 
今なら暴力と言われかねないと思いますが、実際私も子どもには手を挙げ 
ていました。 
間違ったことをした時に手を挙げていましたが、今はそれも許されない時 
代なのかなと思います。それは、人間関係なのか何かよく分かりません。 

      親の威厳がないのかなという気もします。親は、友達なのかなという感覚 
でいるので私の時代の時は親は親で凛とした態度をとっていたかと思うの 
ですが、今の親が悪いというのではありませんがその辺りをキチンとして 
いかないと子どもも襟を正さないのかなという気はいたします。 

 
＊＊委員  加東市の犯罪件数は少ないと思いますが、それは捕まった補導された件数 
      であって実際のところは数字では見えないところでもっと多いのではない 

かと思っています。深夜徘徊している子どもがいたり喫煙したり飲酒の数 
字は出ていなかったですが、飲酒していたりしている子どもがいるかもし 
れないので、数字以外にもいると思って子どもたちに指導していきたいと 
思います。SNS に関しては、青少年センターや警察から情報モラルの研修 
はしていますが、なかなか学校現場で追いついていないところです。 
子どもたちに聞くと小学校の子どもでも殆んどが、ゲーム機を使ってイン 
ターネットに繋がることが出来る。スマホは小学生が持っているのは少な 
いですが、ゲーム機を持っているのでゲーム機をつないだらインターネッ 
トに繋がるので YouTube が見れる色んなことができる、チャットもでき 
るということで学校はどうしようもない部分があります。 
家に帰ってからのことでもありその辺りを子どもと保護者の情報モラル研 
修を行ない、話をしていかないといけないと思います。 

 
＊＊委員  私が子どもの頃、家に帰って「学校で先生に殴られた」と親に言っても親 

は文句言いに行くとは言わなかったです。「お前が悪いからや」と言われま 
した。殴られるのが怖くて悪いことが出来ませんでした。 
今は、先生が手を出したらおしまいだから生徒が先生を半分おちょくって 
いるようです。 
 

＊＊委員  今の親は、子どもに教えてもらわないといけない時代になりました。 
親としては、大変な思いをしております。 
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＊＊委員  昨年、＊＊工業高校へ行かせていただき学校から「少年院ってどんなとこ 

ろ？ どんな風な生活しているの？」とか「犯罪を犯すとどうなるの？」 
ということを１時間ほど全校生の前で先生を含めた寸劇、講演をしました 
。高校生の真剣な眼差しや少年院というのが分からない子ども達にとって
は凄い衝撃だったみたいで聞いて良かったなどの感想がありまし 
た。この近辺も都会と同じで薬も簡単に手に入りますし犯罪が低年齢化し 
ているのは事実です。子ども自身ではどうしようもない貧困、家庭虐待、 
子どもが持って生まれた特性、発達障害、家庭環境などすごくしんどい時 
代に今いるんだということが良く分かり色々なことを考えることが多くな 
ってきています。今後、日本がどうなっていくのかと危機感を持っていま 
す。 
 

＊＊委員  先ほども話しましたが、子ども会に参加してくる地域が少なくなってきて 
いる。親もあまり乗り気ではないのか子ども会を解散したりしていく状況 
です。いろいろな事件を見ていてこの地域でも事件があり非常に怖いなと 
いうのもありますし、地域と子ども会と親と連携を持って子どもたちを育 
てていくことがより重要になってきている時代だと思います。今一度子ど 
も会がしっかりしなければならないなと思っております。 
またよろしくお願いいたします。 
 

＊＊委員  婦人会で三世代の交流のイベントをよくするのですが、子どもが忙しすぎ 
   て集まってもらえなくて今日も理事会で「集まってもらえるのか」と思い 

ながら行っています。子どもも少ないのでなんとか参加してもらえること 
しているのですが、犯罪に巻き込まれず健全に大きくなってほしいです。 
子どもは、インターネットが大好きですね。上手に成長していってほしい 
と願うばかりです。 
 

会 長   貴重なご意見、情報などありがとうございました。 
      以上で協議事項をすべて終わりましたので進行を事務局にお返しします。 

 
【６ 閉会挨拶】 
副会長  【あいさつ】 

今回初めてこの会に参加させていただいて正直なところ何をどうしていけ 
ばよいのか分からない状況です。 
私自身が、「信念も持って接しなければならないな」と今思っているところ
です。甚だ簡単ですが閉会の挨拶といたします。 
 

午後３時０５分 閉 会 
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 令和８年５月２１日 

議 長 
 

署名人 
 

署名人 
 
 
 

 


